
１. 本稿の目的

昨今の情報技術等のテクノロジーの進展は

著しく, その恩恵を受けて我々の生活は便利

になっているが, その一方で様々な懸念や法

的あるいは倫理的な問題が生じていることも

また事実である｡ ����年代後半から始まった
インターネット技術を中心とする情報関連の

テクノロジーの進展が, 情報処理, 知識の共

有やサービスの提供等を安価かつ短時間で可

能にしたことは, 企業のビジネス環境を大き

く変貌させてきた｡ その過程で生じた問題に

は, 著作や音楽等のコピーが容易になったこ

とによる著作権等の侵害, 個人情報の漏えい,

差別の助長や貧富の格差の増大等, 枚挙にい

とまがない｡ 特に我々は, １) コンピューテ

ィング・パワーの飛躍的成長, ２) 利用可能

なデータの爆発的増加, ３) ストレージの高

密度化とクラウド化 (通信の高速化を含む)

を実現し, 企業が高度な情報技術等のテクノ

ロジーを利用して業務を行うようになってき

たことから, 当然, 財務諸表監査もテクノロ

ジーの進展による影響を受けることになる１)｡

例えば, 会計情報システムの高度化やクラ

ウド化はもちろんのこと, それを受けて, 監

査ソフトウェアが進化し, システム監査の重

要性がますます高まっている２)｡ 本稿は, テ

クノロジーの詳細に立ち入って議論すること

を目的としているわけではなく, このような

状況が進展している中で, 財務諸表監査に関

連してどのようなテクノロジーが注目されて

いるか, そして, それが引き起こすとされる

諸問題等について言及する｡

２. テクノロジーの進展と財務諸表
監査への影響

財務諸表監査は, 簿記をベースに作成され

る財務諸表の信頼性を保証する行為である｡

しかし, 数十年前とは異なり, 近年は ｢簿記｣

｢会計記録｣ はデジタルで処理され, 財務諸

表の作成についてもコンピュータによるプロ

グラムにその多くを依存しているし, 内部統

制の大部分が情報技術に依存するようになっ

てきたため, 各種文書や証憑書類の検討を手

作業で行う監査手続から, 財務諸表監査の方

法にも当然変化が見られる｡

そこで, 以下では, 近年の各種の情報技術

の進展とその財務諸表監査への影響について

概略を示していきたい｡
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１) 矢部 (����), ��‒��頁 ２) 例えば, 堀江 (����) 等でも情報技術の進展
が財務諸表監査にとってますます重要になって
きていることが主張されてきた｡



�継続的監査 (Continuous Audit : CA)３)��に関連する財務諸表監査の技術面での
進展を��� (����) に依拠して振り返ってお
く４)｡ 技術的には, ����年代に組込監査モジ
ュール (��������������������) が作成
され, 実装されていたが, これらのモジュー

ルは構築や保守が難しく, かなり限られた企

業で利用されるにとどまったようである｡ そ

の後, ����年代後半までに, 監査人はこのア
プローチから脱却し, ����年代に, 特別な調
査と分析のためにコンピュータ利用監査技法

(��������‒��������������������������������) を使い始めた｡ また同時期に, 継続
的モニタリング (��������������������)
の概念が, 主として学術研究として最初に検

討されはじめた｡ 基本的な前提は, 継続的な

自動データ分析を, 監査計画策定のための情

報として利用し, 監査人がリスクの高い領域

を識別するのに役立てることができるはずだ

という考え方である｡ しかし, 実際には, 監

査人はこの種の手法に不慣れで有効に活用さ

れなかった｡ 例えば, 適切なソフトウェアツ

ールへのアクセスが困難であったり, データ

アクセスの課題を克服するための技術的なリ

ソース, 専門的知識等を欠いていた｡

その後, ����年代には, 米国では監査人の
間で, 内部統制の有効性のテストを支援する

ための監査ソフトウェアが広がり始めた５)｡

この技術は, 統制手続が存在しないか, 適切

に実行されなかったために発生した事象の兆

候について, 会計取引を検証するために利用

されていた｡ しかし, このテクノロジーを基

盤としても, 従来の監査プロセスでは, 代表

的な一部のサンプルに頼ることが多く, 分析

は事業活動 (取引) の完了後しばらくして行

われることになる｡

そこで, ��や継続モニタリングが求めら
れるようになってきた｡ すでに指摘したよう

に, このような考え方は, ����年代には一部
の研究者によって研究されはじめ, 例えば,����と �����は ����年に ｢������������������｣ という研究報告書を作成してい
るし, ラトガース大学 (������������������) はこの分野について長年研究を続けて
きており, 研究拠点となっている６)｡

なぜ, ��が必要となったのか｡ そもそも,
監査人は, 監査プロセスにおいて, 監査対象

となるデータの質を検証する必要があるとい

う基本的な考え方が根底にある｡ 現在は, 会

計情報をデータとして記憶媒体に記録するが,

その会計データから財務諸表が作成されるわ

けであるから, 当然, 記録されたデータの質

が重要となり, 監査人はその正確性や実在性

等を検証することになる｡ ただし, 会計デー

タは, 数ペタバイトに及ぶこともあり, その

すべてを限られた監査時間の中で手作業で事

後的に検証することは不可能である｡ そこで,��では, 会計事象が発生したと同時にある
いはすぐ直後に監査手続 (証拠やデータの収

集) を技術的に行うことが想定されており,

注意が必要な事象やリスクの高い事象につい

て自動的に警告を発することが期待されてい
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３) ここでは日本公認会計士協会 (����) になら
って ｢継続的監査｣ という訳語を使用する｡
４) 以下の記述は, 主に��� (����)���３に依
拠しているが, 内部監査ではなく財務諸表監査
という観点から一部修正している｡
５) 例えば, ������������や����がある｡
監査実務に携わる公認会計士数人からの限られ
た意見ではあるが, 日本でのこの種のソフトウ
ェアの導入や実践は､ 米国に十年程度は遅れて
いたようである｡

６) ����������������������������������
(����) ��������� (������������������ ��������� ����������) において,����������教授を中心に���������������の
研究を行っている｡ また, ���������������������������������������������(�������������������������������������������) とい
った研究書シリーズも発行してきた｡



る｡

例えば, 会計取引の継続監査テスト (�����������������������) は, 異常な勘定の
組合せが発生した時に警告を出す｡ これに対

する監査人の対応は, 単発の問題と捉えて担

当者に説明を求めるメールをするか, システ

マティックな問題と捉えて当該領域の監査手

続を強化するか等が考えられ, 監査人の捉え

方 (判断) に依存するだろう｡ より具体的に

は, 例えば, 検出された異常事項について以

下のような追加的なテストが必要になる｡

・起票されたどの伝票が疑わしい勘定への記

入を生み出しているのか, またその記入は

許容された期間内に決済されているかどう

か｡

・影響を受ける勘定は, 意図的に収益を増加

させる可能性がある勘定か｡

・伝票の数と種類は, 前年度と比較して変化

していないか｡

・入力の担当者は, 職務の分掌を阻害する立

場にいるか｡

・近年の収益の傾向はどのようなものだった

か｡ また, この傾向は同業他社や一般的な

経済環境と比べてどうか｡

上述のような��は内部監査であれば技術
的には十分可能であろう｡ 外部監査である財

務諸表監査においても, 理論的には, 企業と

監査法人が回線でつながり, データをリアル

タイムでやり取りして, ��を実現すること
が考えられる７)｡ ただし, 外部監査人が企業

の情報システムに直接的にアクセスして, 入

力・処理と同時にデータを全て抽出すること

が現実的に可能なのかという問題がある｡ ま

た, ��の実現のためには, 米国公認会計士
協会が行っているような ｢監査データの標準

化｣ についてもさらなる進展が必要となるだ

ろう｡ さらに, 後述するブロックチェーン技

術や��の活用, データ・セキュリティの問
題もこれまで以上に注意が必要となる｡ この

ように, ��の実現にはまだ解決すべき様々
な問題が多くあるが, 上述のようなメリット

も多く, 今後も実証実験や研究が進むと思わ

れる｡�ブロックチェーン技術
ブロックチェーン技術８) は企業環境を大き

く変える可能性がある｡ この技術が企業取引

やシステムのプラットフォームに採用される

と仮定した場合, 当然, 財務諸表監査にも影

響がある｡ これまでの財務諸表監査では, 取

引記録の信頼性・正確性については, 内部統

制や実証的手続の実施によって検証していた

が, ブロックチェーンのコア技術の一つであ

る ｢取引記録の不可逆性および信頼性｣ に依

拠することにより, 取引レベルの保証を得る

ことができる９)｡ つまり, 財務諸表全体では

なく, 個々の取引ひとつひとつについて, リ

アルタイムで実在性等が検証される状態とな

る｡ しかしながら, そのためには, ブロック

チェーン自体に関する保証が必要になる��)｡
これが保証されることで, 一時点・サンプル

ベースの試査・主観的母集団といった特徴を

有する伝統的な財務諸表監査から, リアルタ

イム・全件精査・客観的母集団という特徴を

もった監査へと変革する可能性があり, 将来

的に監査人は, ｢監査ノード｣ としてブロッ

クチェーンに関する保証を, 利害関係者へ提

供していくことになるという��)｡ ブロックチ
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７) 日本経済新聞, ����年��月７日付｡ ８) ��新日本有限責任監査法人編 (����) ��‒��
頁を参照｡ 現在は主に仮想通貨で利用されてい
るが, それ以外でも利用可能性のある汎用性の
高い技術であると考えられる｡
９) 鈴木 (����) に詳述されている｡��) 同上｡ この ｢保証｣ は監査チームの中で監査
証拠として必要になる｡��) 同上｡



ェーン技術の産業界ならびに監査への応用は

まだ始まったばかりであり, 今後の進展を注

視したい｡�人工知能 (Artificial Intelligence: AI)
財務諸表監査において, ��の利用が検討

されたのは, 最近のことではない｡ 特に, い

わゆる第２次人工知能ブームの際には, ｢監

査エキスパート・システム｣ の開発という形

で, 財務諸表監査における��の利用が研究
された｡ ただし, 期待を超える成果は得られ

ず, 他の��研究と同様に下火になった｡
しかしながら, 第３次��ブームと言われ

る昨今, 機械学習, 特にディープラーニング

(深層学習) の進展は, 財務諸表監査の一部

の領域, 例えば各種のデータ分析に大きな進

展をもたらす可能性がある｡ 従来, 少ないデ

ータで局所的に手作業によって行われていた

制約の大きなデータ分析から, ビッグデータ

と強力なコンピューティング・パワー, そし

て��を活用した自動的なデータ分析へと大
きく舵を切る条件が整った｡ また, 単に分析

するというだけにとどまらず, 例えば, ���
においては, ������(ヘイロー) というツ
ールを使うことにより, 当該データ分析結果

の可視化 ｢見える化｣ をすることにより, デ

ータ分析結果について監査対象企業との対話

を通じ企業にも価値のある情報の提供を実施

しており, 将来的には, ビッグデータを活用

し, 広範囲かつ大容量なデータの継続的かつ

リアルタイムな分析とモニタリング, さらに��による予測分析を利用した監査が可能と
なるという��)｡ ��がビッグデータから独自
に特徴量を識別し, 財務諸表や取引データの

｢異常値｣ を機械学習によって学習し, 異常

値分析モデル (アルゴリズム) を作成し, 自

動的にデータ分析が実施できるようになる｡

これにより, 個々の監査人の知見や経験に基

づいて検証していた分析では気付かなかった

ような関係性が識別されたり, 監査業務の精

度, 効率性, 客観性, 合理性, 適時性が格段

に向上する可能性がある��)｡
なお, 企業はますます��の活用を進めて

いるが, その過程で様々な懸念も生じている｡

例えば, ��は融資や人事採用・評価におい
て利用が進んでいると言われるが, 海外では

人種や性別などの偏ったデータを��が読み
込み, 差別的な分析が行われているという��)｡
そこで, 欧州連合 (��) は, 人工知能 (��)
の倫理指針を策定し, 企業に��の判断過程
をわかりやすく説明させるという��)｡ また,
日本でも同様の動きがあり, 日本政府は��
に関する�原則を策定し, ��が物事を判断す
る際, その企業に説明責任を求め, 金融機関

の融資など, 過程が分からない状態をなく

す��)｡ このような状況下で, そもそも��の
透明性確保のために ｢アルゴリズム監査｣

(����������������) が必要であるという意
見もある��)｡�情報セキュリティ
企業が膨大なデータを利用していることは

先述した通りであり, そのデータの管理は内
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��) 鈴木 (����)
��) 同上｡��) ������(����), ���３‒����) 日本経済新聞, ����年��月６日付｡��) 同, ����年��月��日付｡��) ������(����), ������‒����｢監査｣ と呼ぶ
にふさわしいかどうかは問題があるが, 久保尚
子訳 (����) では ｢監査｣ という訳をあててい
る｡ システムがどのように機能するかを明らか
にするのではなく, バイアスや弊害の存在に関
して, アルゴリズムの入力と出力を調べるとい
う解決策も考えられる｡ 実際, ���は, ｢��������������������������������｣ や ｢��������������｣ といった, ��モデルのバイアスを
調べたり, 補正したりするツールを発表してい
る｡ (�����������������������������(����
年��月��日アクセス))



部統制の一部であるが, その重要性がますま

す高まっている｡ 近年, ハードウェアやソフ

トウェアの構造は複雑化し, クラウドコンピ

ューティングの技術も進化し, ネットワーク

も日々変化している｡ また同時に, 情報シス

テムへの不正なアクセス, 機密情報や個人情

報の漏洩, データの改竄や破壊等の脅威も増

している｡ そこで, 情報セキュリティやサイ

バーセキュリティがあらゆる場面や組織で喫

緊の課題となっているのは明らかであり, 財

務諸表監査の実施にあたっても, 内部統制の

一部として関係があるし, 先述した��とも
直結する問題である｡

したがって, 監査人も情報セキュリティの

専門的知識を有する人材を監査チームに組み

入れ, あるいは, ｢他の専門家｣ として効果

的に利用することが, 財務諸表監査を適切に

実施するためにますます重要になってくる可

能性がある｡

情報セキュリティに関しては, 経済産業省

ならびに日本セキュリティ監査協会が ｢情報

セキュリティ監査｣ の実施を推奨しており,

今後, 利用が広がる可能性もある (図表は監

査報告書の雛形)｡ 例えば, ｢政府は省庁が基

幹システムにクラウドサービスを導入する際

に必要な安全対策の骨格を固めた｡ 同サービ

スに関する省庁の入札などに参加する事業者

には, 政府が認定した監査法人などから情報

セキュリティーに関する監査を受けることを

義務づける｡｣ (日本経済新聞, ����年��月��
日) という報道もある｡ 財務諸表監査との関

係でこれをどのように捉えるべきかについて

は議論が必要であろうが, この種の ｢保証｣

という行為に社会から一定のニーズがあり,

監査法人がこのような役割を期待されている

ということ, また, その専門家として ｢監査
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図表 日本セキュリティ監査協会による保証型報告書の雛形

情報セキュリティ監査報告書

日 付

宛 名

監査人署名

われわれは, 公認情報セキュリティ主任監査人 氏名, 公認情報セキュリティ監査人 氏名, 情報セ
キュリティ監査人補 氏名, 情報セキュリティ監査アソシエイト 氏名からなる監査チームを組織し,
｢情報セキュリティ管理基準｣ に照らして, ���ｘ年�月�日から���ｘ年ｘ月ｘ日までの期間に係る���を対象として情報セキュリティの状況について監査を実施した｡ われわれの責任は, 監査手続を
実施した結果に基づいて意見を表明することにある｡
われわれの監査は, ｢情報セキュリティ監査基準｣ に準拠して行われた｡ 監査は, 情報セキュリティ

に関わるリスクのマネジメントが効果的に実施されるよう, リスクアセスメントに基づいて適切なコ
ントロールが採用されているか否かについて検討し評価している｡ 採用した監査手続は, われわれが
必要と認めたものを適用しており, 監査の結果として意見表明のための合理的な根拠を得たと確信し
ている｡
われわれの意見によれば, ���ｘ年ｘ月ｘ日から���ｘ年ｘ月ｘ日までの期間に係る���を対象と

した情報セキュリティ対策の実施状況は, ｢情報セキュリティ管理基準｣ に照らして適切であると認め
る｡

(出所) 特定非営利活動法人 日本セキュリティ監査協会



法人｣ が適していると考えられているという

ことを示している｡ したがって, 今後は, 監

査法人内でも情報セキュリティの専門家の育

成が進む可能性があり, 先述した通り, 財務

諸表監査においてもその利用がますます重要

になってくるだろう｡

３. 法的な環境整備と倫理教育の
必要性

前節で取り上げたような情報技術の進展��)
は, 企業環境ならびに財務諸表監査に大きな

影響を及ぼす可能性がある｡ このような情報

技術が高度に進展した現在, あるいは, さら

に進展する将来の監査環境においては, 従来

のように監査及び会計の専門家である公認会

計士のみで構成される監査チームで財務諸表

監査を実施することは困難であり, ｢他の専

門家の利用｣ が重要になり, これまで以上に

責任の問題が浮上する可能性がある｡ その結

果, 現状とは異なり, 他の専門家と協業しつ

つ, 責任をできる限り明確に分けることも必

要になってくるのではないだろうか｡ あるい

は, 監査法人は, 公認会計士以外の様々な専

門家を抱え, 監査を含むあらゆる保証業務を

行うコングロマリットのような専門家集団へ

と変貌する可能性もある｡ ただし, わが国で

はそれを実行するには法的な問題が存在する｡

今後, 社会状況の変化に応じた法的な手当て

が必要になるかもしれない｡

また, 技術的な側面の強い監査業務 (タス

ク) は, これまで指摘したような技術によっ

て代替される可能性が高いが, その一方で,

監査人の倫理的な判断の重要性がますます高

まってくる可能性がある｡ 『倫理規則』 (日本

公認会計士協会) の改訂が必要になるかもし

れないが, まずは監査人の倫理教育の高度化

が今後は重要となろう｡ この点に関しては,

大学 (大学院を含む) やオン・ザ・ジョブ・

トレーニングにおける倫理教育と職業倫理規

程の教育を通じて, より正しい倫理的な判断

が行われる可能性が実証的に示されている��)｡
現代の情報技術の進展を前提とした倫理教育

を通じて, 監査人の倫理的判断に正の影響を

与えることは, 財務諸表監査の目的を達成す

る上で非常に有効な手段であろう｡

４. まとめ

財務諸表監査を行うにあたって, ��, ��,��� (����������������), クラウド等に
関連した技術がこれまでの監査人の作業を代

替していく領域は増えるであろうし, ��や��等の利用が作業時間の短縮につながるこ
とは当然考えられる｡ 特に実証手続や内部統

制の有効性の検証, 評価手続等は, 自動化さ

れる可能性が高い｡ では, 財務諸表監査のた

めの��や��の開発を除いて, プログラム
や機械ではなく人間にしかできない監査業務

とはどのようなものか｡ 一般に, 経営者との

ディスカッションや誠実性の判断等が挙げら

れるが, 将来, ���が進み, (倫理的・法的
な問題をクリアして) 様々なセンサーデータ

が取得可能になった場合には, 経営者や従業

員の活動ログや会話ログが全て取得可能にな

ることを意味し, もし不正な財務報告を企図

すれば, たちまち��に判別されて (監査人

に) 警告が行われるという監視社会の実現も

不可能ではない｡ 当分は実現しないと考えら

れるが, もし実現した時には社会構造も変化

し, 財務諸表監査の意義が問われることにな

立教経済学研究 第��巻 第３号 ����年���

��) 他には��� (������������������������)
やデジタル・フォレンジック技術等も挙げられ
る｡ これらについてはここでは詳述できないが,���も内部統制に影響を与えるため, 監査上
の対応が必要になるであろうし, クラウドコン
ピューティングや��に対応したデジタル・フ
ォレンジック技術が監査手続に応用される可能
性もあるだろう｡ ��) �������������(����)�������



るだろう｡ 一方で, ��等のテクノロジーは,
一般的に, 人間と同様の倫理的な判断はでき

ないし, 法的責任をとることもできない｡ 倫

理的な判断ができ, 何らかの過誤が生じた際

に法的責任をとる存在としての監査人は, 今

後も十分に存在意義がある｡

また, 先述したような��等のテクノロジ
ーの進展によって, ｢会計｣ や ｢監査｣ とい

う専門的知識に護られてきた職業監査人が,

その特権的地位を徐々に失い始めている, つ

まり, ディスラプション (����������) の波
にさらされているのかもしれない｡ そうだと

すれば, テクノロジーを味方につけ, その進

展をうまく利用して, ｢保証｣ という行為を

追究する方向性が望ましいのではないだろう

か｡ 直感的には, 今後, 社会のニーズ次第で

は, ��アルゴリズムの ｢保証｣, ブロックチ

ェーンの ｢保証｣, 情報セキュリティの ｢保

証｣, 情報システムの ｢保証｣ といった, い

わば財務諸表監査の ｢副産物｣ や ｢中間財｣

のような ｢保証｣ が切り出されて, 検証結果

が公開されていく可能性もあるのではない

か��)｡ 当面, これらの検証結果は財務諸表監
査に内包されるに留まるであろうが, その重

要性は高まることはあっても低下することは

ないだろう｡ 財務諸表監査とこれらの ｢保証｣

との関係等��) についての検討は, 今後の課題
としたい｡
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